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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
２

３
回

 

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
・・ ・・
行
者
堂

行
者
堂

行
者
堂

行
者
堂
にに にに
修
復

修
復

修
復

修
復
「「 「「
役
行
者
尊
像

役
行
者
尊
像

役
行
者
尊
像

役
行
者
尊
像
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荷
上

荷
上

荷
上

荷
上
げげ げげ
安
置

安
置

安
置

安
置
及及 及及
びび びび
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
ソ
ー
ラ
ー

ソ
ー
ラ
ー

ソ
ー
ラ
ー

ソ
ー
ラ
ー
発
電
用

発
電
用

発
電
用

発
電
用
バ
ッ
テ
リ
ー

バ
ッ
テ
リ
ー

バ
ッ
テ
リ
ー

バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
配
線

交
換
配
線

交
換
配
線

交
換
配
線
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
 

 ◇
実

施
日

；
２

０
１

７
年

０
４

月
１

４
日

( 金
) 
晴

 

◇
参

加
者

；
山

上
皓

一
郎

、
川

島
 

功
、

沖
﨑

吉
信

、
濱

野
兼

吉
、

児
嶋

 

道
夫

、
畑

林
秀

味
、

大
江

加
予

子
、

梶
野

照
雄

、
青

木
宏

充
、

仏
師

；
浅

村
朋

伸
。

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１

０
名

。
 

 
 

 
 

 
下

北
山

村
役

場
・
地

域
創

生
推

進
室
；
和

田
英

樹
、
仲

 
遥

也
。

 

 

行
者

堂
安

置
の

「
役

行
者

尊
像

」
は

傷
み

が
激

し
く

、
昨

年
７

月
に

奈
良

市
秋

篠
の

浅
村

朋
伸

;
仏

師
に

修
復

を
依

頼
し

て
い

ま
し

た
。

 

本
年

、
４

月
６

日
に

奈
良

市
秋

篠
の

浅
村

仏
師

宅
に

聖
護

院
門

跡
・

宮
城

泰
年

門
主

様
が

訪
問

さ
れ

、
尊

像
内

に
納

め
る

「
由

緒
併

願
文

」
胎

内
文

書

を
持

参
さ

れ
、

浅
村

仏
師

に
よ

り
尊

像
内

に
納

め
ら

れ
ま

し
た

。
 

１
０

日
に

修
復

が
完

了
し

た
の

で
１

４
日

に
行

者
堂

に
荷

上
げ

安
置

し
た

い
旨

の
連

絡
が

あ
り

、
１

３
時

に
仏

師
と

補
給

路
登

山
口

合
流

を
決

め
る

。
 

菜
種

梅
雨

も
一

段
落

し
そ

う
で

あ
り

、
順

延
に

な
っ

た
ソ

ー
ラ

ー
発

電
用

の
バ

ッ
テ

リ
ー

交
換

配
線

と
連

休
に

備
え

た
行

仙
宿

へ
の

食
料

・
資

材
の

荷

上
げ

を
兼

ね
て

、
急

遽
実

施
す

る
事

に
な

り
参

加
者

を
募

っ
た

。
 

土
日

は
、

南
奥

駈
道

(
行

仙
岳

～
持

経
宿

～
前

鬼
)
間

の
点

検
巡

視
の

行
事

を
企

画
し

て
い

ま
し

た
が

、
天

気
予

報
で

は
曇

り
・

雨
の

天
候

で
あ

り
１

３

日
(
木

)
に

中
止

を
決

定
し

た
事

に
よ

り
、

持
経

宿
へ

の
池

郷
・

白
谷

林
道

の

事
前

走
行

点
検

が
不

要
と

な
り

、
補

給
路

登
山

口
に

９
時

半
に

集
結

す
る

事

に
な

っ
た

。
 

連
休

に
備

え
た

行
仙

宿
へ

の
荷

上
げ

品
は

、
５

㎏
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

・
梯

子

(
大

江
さ
ん
寄
贈

品
)
・
缶
ビ

ー
ル

５
箱

と
し

た
。

 

小
森
湖
湖
畔
等

の
桜

は
、

よ
う
や

く
満
開

で
春

本
番

を
実
感

す
る

。
 

モ
ノ
レ

ー
ル

に
荷

を
積

み
梶

野
・

山
上

さ
ん
以
外

は
、
空

荷
で
モ
ノ
レ

ー

ル
終

点
ま

で
歩

い
て

登
る

。
終

点
辺

り
の
タ
ム
シ

バ
が

白
く
咲
き
始

め
、

登

山
道
沿

い
の
満
開

の
ア
セ
ビ

の
花

を
見

な
が

ら
荷

上
げ

品
を
担

ぐ
。

 

 
 

 
 

 

モ
ノ

レ
ー

ル
に

荷
物

積
む

 
 

行
者

堂
前

に
幟

旗
立

て
 

 
荷

を
担

い
で

到
着

 

 児
嶋

・
梶

野
両
氏

は
、
先
般

ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル

を
４

０
Ｗ
→

１
０

０
Ｗ

に

取
替

て
い

る
の

で
、
今

回
バ

ッ
テ

リ
ー

は
２

０
Ａ

(
２
個

で
切
替

)
→

６
０
Ａ

交
換

に
伴

う
配

線
作
業

を
し

て
頂

く
。

 

そ
の
他

の
方

は
、
行

者
堂

内
の
清
掃
や

５
月

１
７

日
の
開
眼
供
養

の
事

前

準
備

と
し

て
三
宝
及
び
幟
旗

の
ポ

ー
ル
固

定
状
況

と
重
複

し
な

い
幟
旗

を
確

認
し
幟

を
立

て
る

。
 

堂
内

は
カ
ビ

が
発

生
し

て
い

る
の

で
、
濡

れ
た
雑
巾

で
は
無

く
、
乾

い
た

雑
巾

で
堂

内
の
棚

の
上

下
、

天
井

を
乾
拭
き

す
る

。
 

 
 

 
 

 

行
者

堂
内

棚
下

の
乾

拭
き

 
 

バ
ッ

テ
リ

ー
取

替
配

線
 

 
昼

食
懇

談
中
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作
業

を
中
断

し
１

１
時

３
０
分
か

ら
昼

食
。

 

浅
村

仏
師

の
出
迎

え
と

荷
を
担

ぐ
手
伝

い
に

梶
野

・
濱

野
・

川
島

は
、

行

仙
宿

を
１

２
時

に
出

発
し

て
補

給
路

登
山

口
へ

。
 

１
２

時
４

５
分

に
下

北
山

村
役

場
の

和
田

・
仲
君

が
、

沖
﨑
氏
か

ら
聞

い

た
と

村
報

の
取

材
に
来

ら
れ

る
。

１
３

時
に

青
木
氏

が
到
着

、
見
頃

の
吉

野

千
本
桜

の
車

で
混
雑

し
遅

れ
た

と
昼

食
。

１
３

時
１

０
に

浅
村

仏
師

の
車

が

到
着

、
台
座

と
本

像
の

２
梱
包
箱

と
錫
杖

の
長
円
梱
包

を
モ
ノ
レ

ー
ル

に
乗

せ
、

梶
野

が
運
転

し
浅

村
仏

師
と
終

点
へ

。
 

 
 

 

役
場

の
方

と
名

刺
交

換
 

 
 

青
木

氏
着

き
昼

食
 

 
 

台
座

と
尊

像
梱

包
箱

 

 役
場
職
員

と
濱

野
氏

は
徒
歩

で
、

青
木

・
川

島
は
折

り
返

し
の
モ
ノ
レ

ー

ル
で

登
る

。
 

梱
包
箱

１
個

を
担

ぐ
と
申
出

し
た

が
、
運
搬

安
置

す
る
迄

は
請
負

っ
た
仕

事
で

あ
る

と
固
辞

さ
れ

、
荷

上
げ

に
２

回
往

復
さ

れ
る

が
お
任
せ

し
た

。
 

梶
野

・
青

木
氏

は
、

浅
村

仏
師

が
荷

上
げ

に
戻

る
迄
終

点
で
待
機

。
 

残
っ

て
い

た
缶
ビ

ー
ル

１
箱

を
担

い
だ

濱
野
氏
及
び

役
場
職
員

に
追

い
着

き
一

緒
に

登
る

。
第
二
サ
コ
ガ
レ

場
を

下
っ

た
地

点
で

、
残

っ
た
梱
包
箱

を

担
ぎ

に
下

り
ら

れ
る

浅
村

仏
師

と
す

れ
違

う
。

 

濱
野

・
川

島
等

は
行

仙
宿

１
４

時
着

。
こ

の
間

に
行

者
堂

内
は

、
清
掃
及

び
お
供

え
が
取

り
揃

え
ら

れ
、

尊
像
設

置
す

る
準

備
が
整

っ
て

い
た

。
 

１
４

時
半

に
梱
包
箱
担

い
だ

浅
村

仏
師

・
梶

野
・

青
木
氏

が
到
着

。
 

梱
包
箱

の
ク

ッ
シ
ョ
ン

材
を
取
除
き
台
座

を
設

置
。

修
復

前
は
か

な
り

バ

ラ
け

た
状
態
だ

っ
た

の
で

、
修

復
さ

れ
見
違

え
る
見

事
な
台
座

に
感
嘆

す
る

。

次
い

で
尊

像
本
体

が
台
座

に
設

置
さ

れ
、
正
面

を
向

く
よ

う
に
台
座

を
動
か

し
調
整

さ
れ

、
格
式

あ
る

役
行

者
尊

像
が
蘇

り
無

事
安

置
さ

れ
た

。
 

 
 

 

設
置

準
備

の
整

っ
た

行
者

堂
 

２
個

目
の

梱
包

箱
到

着
 

梱
包

箱
ク

ッ
シ

ョ
ン

材
除

く
 

 お
供

え
を

し
て
灯
明
・
線
香

を
立

て
、
浅

村
仏

師
の

道
師

に
て

、
般
若
心

経
の
勤

行
を

し
、
記
念
写
真

を
撮

る
。

 

 
 

 

行
者

尊
像

位
置

調
整

 
 

 
安

置
後

の
勤

行
前

 
 

 
安

置
尊

像
と

仏
師

 

 宿
内

に
移

り
コ

ー
ヒ

ー
で

休
憩

。
バ

ッ
テ

リ
ー

交
換

配
線
作
業

は
継
続

中

で
あ

る
。
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作
業

が
一

段
落

し
た

時
点

で
、

浅
村

仏
師

に
修

復
代

を
支
払

い
し

、
感
謝

と
御
礼

を
述
べ

た
。

  
 

 
 

参
加

者
の

記
念

撮
影

 
 

バ
ッ

テ
リ

ー
の

屋
内

配
線

 
 

補
給

路
登

山
口

に
下

山
 

 慌
し

く
後
片
付
け

・
戸
締

り
を

し
て

１
６

時
前

に
下

山
し

て
、

補
給

路
登

山
口

で
解
散

と
し

た
。

 

帰
路

、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

中
の

上
平

前
下

北
山

村
村
長

と
出
会

い
、

経
緯

を
説

明
し
開
眼
供
養
法

要
へ

の
出
席

を
御

願
い

し
た

。
 

電
源
開

発
㈱
橋

本
流
通

事
業
所
か

ら
沖

﨑
氏

に
電
話

が
あ

り
、
浦
向

で
折

り
返

し
電
話

を
す

る
と

、
来
週

金
曜

日
に

定
期
寄
贈

品
及
び

「
く

い
丸

；
６

０
本

」
の

荷
上

げ
す

る
際

に
、
モ
ノ
レ

ー
ル
借

用
の
打
診

が
あ

っ
た

。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
8
:
0
0
→
9
:
2
0
補

給
路

登
山

口
9
:
3
5
→
1
0
:
2
5
行

仙
宿
→
作
業
→

1
1
:
3
0
昼

食
1
2
:
0
0
→
1
2
:
2
5
補

給
路

登
山

口
1
3
:
2
0
→
モ
ノ
レ

ー
ル
終

点

か
ら

２
回

荷
上

げ
(
台
座

・
仏

像
本
体

)
→
1
4
:
3
0
行

者
堂
→

安
置

・
勤

行

1
5
:
0
0
→

行
仙

宿
1
5
:
5
5
→
1
6
:
2
5
登

山
口

で
解
散
1
6
:
3
0
→
1
8
:
0
0
新

宮
。

 
 

 

(
記

；
川

島
、
写
真

；
川

島
・

梶
野

) 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
    

    

 
 

胎
内

文
書

「
由

緒
併

願
文

」
 

     

        

    


